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大
相
撲
９
月
場
所

は
、
横
綱
白
鵬
が
31

回
目
の
優
勝
で
幕
を

閉
じ
た
。
今
場
所
は
、

新
入
幕
の
逸
ノ
城
の

活
躍
が
目
を
引
い
た
。

今
や
、
モ
ン
ゴ
ル
出

身
者
が
力
を
発
揮
し

盛
り
上
げ
て
い
る
。
日
本
人
力
士

の
横
綱
が
い
な
い
の
は
、
寂
し
い

も
の
で
あ
る
▼
私
が
中
学
生
の
頃
、

相
撲
王
国
青
森
と
言
わ
れ
た
時
代
、

幕
内
に
は
多
く
の
県
出
身
力
士
が

名
を
連
ね
本
場
所
が
は
じ
ま
る
と

テ
レ
ビ
に
釘
付
け
だ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
青
森
市
内
の
各
中

学
校
に
は
、
土
俵
が
あ
り
体
育
の

授
業
や
昼
休
み
時
間
は
仲
間
と
相

撲
を
取
っ
た
。
市
内
の
中
体
連
に

も
競
技
で
大
会
も
あ
っ
た
。
地
域

の
神
社
に
は
土
俵
が
有
り
奉
納
祭

り
で
相
撲
大
会
が
あ
り
多
く
の
人

で
賑
わ
っ
て
い
た
記
憶
が
蘇
え
る
。

今
で
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
も
同
じ
だ
が
、
と
り

わ
け
相
撲
に
関
し
て
は
、
取
り
組

む
子
供
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
新
聞
記
事
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

相
撲
フ
ァ
ン
と
し
て
一
大
事
な
問

題
で
あ
る
。
各
地
域
で
子
供
た
ち

が
、
相
撲
を
取
り
組
め
る
環
境
を

整
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
、
日
本
人

力
士
の
横
綱
が
誕
生
し
な
い
の
で

は
な
い
か
と
き
ぐ
し
て
い
る
▼
環

境
整
備
と
言
え
ば
、
国
労
運
動
の

「
継
承
・
発
展
」
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
若
い
人
た
ち
の
力
が
必

要
な
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら

か
で
あ
る
。
私
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
若
い
人
た
ち
の
気
持
ち
を
く
み

取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
仕
事

を
中
心
軸
に
若
い
人
た
ち
の
悩
み

や
不
満
を
受
け
止
め
、
「
組
織
拡

大
」
に
繋
げ
る
か
求
め
ら
れ
て
い

る
▼
10
月
26
日
青
森
市
議
会
議
員

選
挙
投
票
日
、
斎
藤
憲
雄
市
議
５

期
目
当
選
に
向
か
っ
て
青
森
地
区

協
は
、
候
補
と
一
緒
に
選
挙
闘
争

を
展
開
中
で
あ
る
。
多
く
の
仲
間

の
力
を
お
借
り
し
て
斎
藤
憲
雄
を

再
び
市
議
会
の
壇
上
に
押
し
上
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
（
秋
）

　

戦争をさせない！当たり前のこと戦争をさせない！当たり前のこと
９.13「戦争させない!岩手県民総決起集会」９.13「戦争させない!岩手県民総決起集会」

　

俳
優
・
菅
原
文
太
さ
ん
が
盛
岡
に
来
た
。
映
画
「
仁
義
な
き
戦
い
」
「
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
」
シ
リ
ー
ズ
や

数
多
く
の
大
河
ド
ラ
マ
出
演
な
ど
ス
ク
リ
ー
ン
や
テ
レ
ビ
で
俳
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
菅
原
文
太
さ
ん
。

９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
！
県
民
総
決
起
集
会
」
（
会
場
・
岩
手
教
育
会
館
大
ホ
ー

ル
）
に
は
、
幼
い
こ
ろ
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
菅
原
文
太
さ
ん
の
基
調
講
演
を
聴
き
に
多
く
の
県
民
が
（
約

６
０
０
人
）
集
ま
っ
た
。
（
国
労
か
ら
も
在
盛
分
会
を
中
心
に
20
人
が
参
加
し
た
）

▽
10
月
19
日
（
東
京
）

　

全
国
組
織
部
長
会
議

▽
10
月
23
日
（
東
京
）

　

東
日
本
本
部
地
方
本
部
・
地
区

　

本
部
組
織
部
長
会
議

▽
10
月
30
日
（
東
京
）

　

全
国
組
織
検
討
委
員
会

▽
11
月
１
〜
３
日
（
岐
阜
）

　

憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す
第

　

51
回
全
国
大
会

▽
11
月
８
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
定
期
大
会

▽
11
月
９
日
（
青
森
）

　

青
森
支
部
定
期
大
会



















＝＝参加者全員の記念写真後、プレーへ＝＝

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
！
岩
手
県
委
員
会
」

の
代
表
呼
び
か
け
人
で
あ
る
石
橋

乙
秀
弁
護
士
か
ら
「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
野
党
も
国
会
も
全
く
機
能
せ

ず
、
国
民
の
訴
え
も
届
か
な
い
。

多
数
派
に
転
じ
、
実
力
で
全
て
を

独
裁
す
る
政
治
は
民
主
主
義
の
危

機
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。

　

続
い
て
基
調
講
演
で
は
、
「
黙
っ

て
い
な
い
で
、
立
ち
上
が
れ
！
」

と
題
し
講
師
の
菅
原
文
太
さ
ん
が

紹
介
さ
れ
た
。
菅
原
文
太
さ
ん
は

現
在
81
才
。
俳
優
業
は
数
年
前
に

引
退
し
た
も
の
の
、
声
優
や
ラ
ジ

オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
勤
め
、

農
業
を
営
み
な
が
ら
全
国
を
駆
け

巡
り
戦
争
反
対
・
脱
原
発
等
を
訴

え
て
い
る
。
宮
城
県
・
仙
台
市
出

身
の
菅
原
文
太
さ
ん
は
盛
岡
に
も

何
度
か
訪
れ
、
「
盛
岡
に
来
る
と

い
つ
も
肴
町
で
味
噌
漬
け
を
買
っ

て
い
た
が
、
昨
日
行
っ
た
ら
店
が

な
く
な
っ
て
い
た
」
と
残
念
が
っ

た
。
ま
た
幼
少
期
に
「
妹
と
盛
岡

の
親
戚
の
家
に
世
話
に
な
っ
た
。

雪
が
多
く
て
寒
か
っ
た
」
と
盛
岡

の
思
い
で
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

ま
た
戦
争
に
つ
い
て
は
、
「
人

間
は
〝
忘
れ
っ
ぽ
い
〞
も
の
で
あ

る
。
戦
争
を
さ
せ
な
い
！
な
ん
て

当
た
り
前
の
こ
と
。
私
は
小
学
校

卒
業
す
る
ま
で
、
ず
っ
と
戦
争

だ
っ
た
。
戦
争
を
賛
美
し
て
い
た

人
た
ち
は
、
敗
戦
と
と
も
に
思
想

や
信
念
ま
で
簡
単
に
変
え
る
。
大

人
た
ち
は
本
当
に
醜
い
も
の
だ
」

と
戦
争
を
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
言

え
る
言
葉
で
会
場
全
体
に
訴
え
た
。

　

ま
た
、
福
島
第
１
原
発
事
故
に

つ
い
て
「
国
は
、
き
れ
い
ご
と
ば

か
り
言
っ
て
何
も
し
て
く
れ
な
い
。

安
倍
総
理
は
、
外
国
に
金
を
払
い

福
島
の
復
興
は
後
回
し
。
未
だ
に

10
万
人
以
上
が
仮
設
住
宅
に
住
み
、

自
殺
者
も
増
え
て
い
る
。
仮
設
住

宅
の
問
題
を
含
め
、
復
興
さ
せ
る

こ
と
が
最
優
先
だ
」
と
一
向
に
進

ま
な
い
福
島
の
現
状
に
つ
い
て
も

語
っ
た
。

　

「
映
画
を
撮
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、

焼
酎
ば
か
り
飲
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
80
才
は
過
ぎ
た
け
ど
闘
う
時

に
は
闘
う
し
、
ダ
メ
な
事
は
ダ
メ

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

菅
原
文
太
さ
ん
は
言
う
。
ま
さ
に

命
が
け
で
全
国
を
行
脚
し
、
戦
争

に
突
き
進
も
う
と
す
る
安
倍
政
権

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
運
動
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。
私
た
ち
も
「
黙

っ
て
い
な
い
で
、
立
ち
上
が
る
」

時
で
あ
る
。
菅
原
文
太
さ
ん
の
基

調
講
演
に
勇
気
を
も
ら
い
、
集
会

終
了
後
の
デ
モ
行
進
で
は
、
力
強

く
盛
岡
市
民
に
「
反
戦
・
平
和
」

を
訴
え
た
。

　

組
織
内
候
補
の
斎
藤
憲
雄
氏

（
62
歳
）
が
社
会
民
主
党
公
認
で

５
度
目
の
議
席
確
保
に
む
け
立
候

補
を
予
定
す
る
青
森
市
議
会
議
員

選
挙
（
定
数
35
）
が
10
月
19
日
告

示
・
26
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
る
。

　

斎
藤
氏
の
５
期
目
当
選
に
向

か
っ
て
青
森
支
部
・
青
森
地
区
協

が
中
心
と
な
り
、
同
氏
と
一
緒
に

選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
同
市
議
会
は
定
数

35
と
前
回
よ
り
６
減
に
な
り
厳
し

い
闘
い
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
本
部
も
地
方
選
挙
の
重
要

性
を
国
労
盛
地
選
対
で
発
し
、
組

合
員
に
取
り
組
み
を
要
請
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
精
力
的
に
選

挙
闘
争
を
取
り
組
ん
で
い
る
斎
藤

氏
の
当
選
に
む
け
友
人
・
知
人
の

紹
介
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

【
☎
斎
藤
憲
雄
連
絡
事
務
所
】

　

０
１
７
（
７
６
１
）
７
７
０
３

　

第
３
回
地
方
本
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が

９
月
27
日
14
時
30
分

か
ら
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
盛
岡
店

で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
12
チ
ー
ム

48
人
（
家
族
３
人
、

う
ち
子
ど
も
１
人
）

が
参
加
、
14
時
か
ら

簡
単
な
開
会
式
と
説

明
を
行
い
、
１
チ
ー

ム
４
人
で
２
ゲ
ー
ム

合
計
点
で
の
団
体
戦

及
び
個
人
の
競
技
に

入
っ
た
。

　

競
技
は
、
12
レ
ー

ン
に
分
か
れ
、
３
分

間
の
練
習
後
に
開
始
さ
れ
、
和
気

あ
い
あ
い
の
中
、
団
体
・
個
人
の

優
勝
目
指
し
、
華
麗
な
フ
ォ
ー

ム
？
日
頃
の
練
習
の
成
果
？
実
力

以
上
の
ス
コ
ア
？
を
目
指
し
競
っ

た
。
４
時
前
に
は
ゲ
ー
ム
を
終
わ

り
団
体
・
個
人
３
位
ま
で
の
表
彰

な
ど
を
行
い
終
了
し
た
。

　

団
体
・
個
人
成
績
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

〈
団
体
〉

優　

勝　

１
２
２
９
点

　

北
上
地
区
協
工
務
分
会

準
優
勝　

１
２
０
４
点

　

盛
岡
地
区
協
ス
ペ
シ
ャ
ル

第
３
位　

１
１
３
８
点

　

北
上
地
区
協
駅
連
合
分
会

第
４
位　

１
１
０
７
点

　

青
森
地
区
協
運
輸
区
・
運
転
分

会
合
同

第
５
位　

１
０
８
５
点

　

野
辺
地
三
沢
大
湊
地
区
協
ト

   

シ
ョ
ッ
タ
ー
ズ

第
６
位　

１
０
６
５
点

　

盛
岡
地
区
協
駅
連
合
分
会

〈
個
人
男
子
〉

優　

勝　

３
５
２
点

　

稲
葉　

孝
・
北
上
駅
連
合
分
会

準
優
勝　

３
４
３
点

　

小
原　

和
彦
・
北
上
工
務
分
会

第
３
位　

３
３
２
点

　

大
久
保
義
信
・
盛
岡
貨
物
分
会

第
４
位　

３
２
９
点

　

成
田　

芳
隆
・
青
森
施
設
分
会

第
５
位　

３
２
６
点

　

盛
川　

武
志
・
盛
岡
貨
物
分
会

第
６
位　

３
１
８
点

　

井
上　

滋
・
盛
岡
駅
連
合
分
会

〈
個
人
女
子
〉
参
加
２
人

優　

勝　

３
０
７
点

　

工
藤　

圭
子
・
家
族

準
優
勝　

２
７
２
点

　

菊
地
ち
か
子
・
家
族

　
　
　
　
　

◇

〈
参
加
チ
ー
ム
〉

○
青
森
地
区
協
施
設
分
会

○
青
森
地
区
協
運
輸
区
・
運
転
分

　

会
合
同

○
八
戸
地
区
協

○
野
辺
地
三
沢
大
湊
地
区
協
ト

　

シ
ョ
ッ
タ
ー
ズ

○
盛
岡
地
区
協
駅
連
合
分
会

○
盛
岡
地
区
協
う
ん
ゆ
〜
ず

○
盛
岡
地
区
協
ス
ペ
シ
ャ
ル

○
北
上
地
区
協
駅
連
合
分
会

○
北
上
地
区
協
工
務
分
会

○
一
関
地
区
協

○
宮
古
地
域
分
会

○
地
本
・
盛
岡
支
部
合
同

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

==青森市議選==
10
月
19
日
告
示
・
26
日
投
開
票

菅
原
文
太
さ
ん
戦
争
反
対
・
平
和
の
訴
え

斎
藤
憲
雄
氏
の

　

議
席
確
保
に
支
援
を

優
勝
は
北
上
地
区
協
工
務
チ
ー
ム

地方本部ボウリング大会

日
時　

11
月
15
日（
土
）

　
　
　

12
時
15
分（
10
時
30
分
集
合
）

場
所　

皇
居
一
周
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

種
目　

個
人
５
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　

駅
伝
20
キ
ロ（
６
区
間
）

　
　

※
参
加
希
望
者
は
地
方
本
部
へ

◇戦争を体験した言葉で訴える菅原文太さんと
集会後デモ行進で反戦・平和の訴える参加者◇

12
チ
ー
ム
48
人
の
参
加
で
競
う

第
19
回
国
労
東
日
本
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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＝＝東北３地本７分会からの参加者＝＝

「呼びかけ人のトークで訴えた」

三上知恵さんの報告に聞き入る参加者

＝＝亀戸中央公園・東京＝＝

戦
争
と
原
発
は
い
ら
な
い

　
　

１
６
０
０
０
人
が
集
結

９
・
23
「
さ
よ
な
ら
原
発
全
国
大
集
会
」

９
・
23
「
さ
よ
な
ら
原
発
全
国
大
集
会
」

新
中
期
計
画
と
新
事
業
計
画
で
学
習

＝＝
国
労
東
北
貨
物
協
議
会
・
26
人
参
加
＝＝

＝＝
国
労
東
北
貨
物
協
議
会
・
26
人
参
加
＝＝

＜問い合わせは＞東北労金へ　　０１２０-1919-62

マイカーローン

年2.50％ 年3.00％または

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。
●固定金利型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、
変動金利型（ご融資期間10年以内）もご用意しています。

固定金利選択型住宅ローン 特約期間２年
特約期間中は金利・返済金固定

年0.70％年0.80％ 引下げ後
金利

教育ローン

年2.50％ 年3.00％または

保証料込固定
金利

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。
●固定金利型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、
変動金利型（ご融資期間15年以内）もご用意しています。

5年 ご融資期間
5年以内

上記適用金利
お取り扱い期間〉〉2014年10月1日から2015年3月末お申込み・実行分まで

上記適用金利お取り扱い期間〉〉
2014年10月1日から
　2015年3月末お申込み分まで

　

「
川
内
原
発
再
稼
働
す
る
な
！

フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い
。
さ
よ
な

ら
原
発
全
国
大
集
会
」
（
さ
よ
な

ら
原
発
一
千
万
署
名
市
民
の
会
・

1
0
0
0
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
主
催
、

呼
び
か
け
人
、
大
江
健
三
郎
・
落

合
恵
子
・
鎌
田
慧
・
澤
地
久
枝
・

瀬
戸
内
寂
聴
・
坂
本
龍
一
・
内
橋

　

２
０
１
４
岩
手
「
佐
高
信
文
化

塾
」
の
第
１
回
講
演
が
９
月
28
日
、

岩
手
県
公
会
堂
26
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
約
70
人
が
参
加
し
た
。
講

師
に
は
映
画
「
標
的
の
村
」
で
監

録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

で
あ
る
。

　

三
上
智
恵
さ
ん
は
現
在
「
標
的

の
村
」
の
続
編
の
制
作
に
撮
り
か

か
っ
て
い
る
。
辺
野
古
の
米
軍
基

地
建
設
に
反
対
す
る
住
民
の
姿
を
、

自
費
制
作
と
カ
ン
パ
金
で
撮
り
続

け
て
い
る
。
「
カ
ン
パ
に
協
力
し

て
く
れ
た
人
た
ち
を
想
う
と
、
映

画
を
撮
り
続
け
る
パ
ワ
ー
が
で

る
」
と
次
回
作
の
意
欲
と
共
に
カ

ン
パ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

残
念
な
が
ら
沖
縄
基
地
問
題
に

関
し
て
、
正
確
な
報
道
が
さ
れ
て

い
な
い
。
国
家
権
力
に
対
し
住
民

の
小
さ
な
抵
抗
が
大
き
な
う
ね
り

に
で
き
る
の
か
、
現
実
を
知
り
関

心
を
持
っ
て
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

督
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
務
め
た
元

琉
球
朝
日
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

「
三
上
智
恵
さ
ん
」
を
迎
え
「
標

的
の
海
・
辺
野
古
か
ら
の
報
告
」

と
題
し
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

　

映
画
「
標
的
の

村
」
は
沖
縄
本
土

北
部
の
東
村
（
ひ

が
し
そ
ん
）
高
江

区
を
取
り
囲
む
よ

う
に
米
軍
の
ヘ
リ

パ
ッ
ト
が
整
備
さ

れ
、
住
民
は
常
に

訓
練
の
「
標
的
」

に
な
っ
て
い
た
。

普
天
間
基
地
で
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備

に
反
対
す
る
住
民

た
ち
の
活
動
を
記

克
人
・
鶴
見
俊
輔
な
ど
の
著
名

人
）
が
、
9
月
23
日
、
デ
ン
グ
熱

問
題
の
影
響
で
会
場
を
「
代
々
木

公
園
」
か
ら
、
東
京
都
江
東
区
の

「
亀
戸
中
央
公
園
」
に
移
し
て
、

全
国
か
ら
1
6
0
0
0
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。
（
盛
岡
地
本

か
ら
も
３
人
参
加
）　

集
会
は
、

晴
天
の
秋
空
の
下
、
会
場
を
埋
め

尽
く
し
た
参
加
者
や
多
く
の
団
体

の
の
ぼ
り
旗
が
林
立
す
る
中
、
女

優
の
木
内
み
ど
り
さ
ん
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、
「
会
場
も
暑
い
で

し
ょ
う
が
、
舞
台
の
上
は
も
っ

と
暑
い
で
す
。
最
後
ま
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
て
は
じ
め
ら
れ
、
リ
レ
ー
ト

ー
ク
の
口
火
を
切
っ
て
、
呼
び
か

け
人
の
鎌
田
慧
（
ル
ポ
ラ
イ
タ

ー
）
さ
ん
は
、
「
安
倍
政
権
は
亡

国
へ
の
政
権
だ
。
再
稼
働
は
原
発

メ
ー
カ
ー
や
電
力
会
社
の
金
儲
け

の
た
め
で
し
か
な
い
。
絶
対
に
原

発
を
な
く
そ
う
」
と
訴
え
た
。

「
原
発
い
ら
な
い
福
島
の
女
た

ち
」
か
ら
は
、
橋
本
あ
き
さ
ん
が

「
福
島
の
土
や
水
、
空
気
が
壊
さ

れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
安
倍
政
権

こ
そ
壊
し
た
い
。
戦
争
と
原
発
は

い
ら
な
い
。
福
島
の
現
実
を
も
っ

と
知
ら
せ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き

上
が
っ
た
。

　

大
江
健
三
郎
（
作
家
）
さ
ん
は
、

「
原
発
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
ウ
ソ
だ
。
原
発
反
対

の
声
は
弱
く
な
っ
て
い
な
い
。
安

倍
政
権
へ
の
大
き
な
抵
抗
で
あ

る
」
と
訴
え
、
澤
地
久
枝
（
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）
さ
ん
は

「
今
日
も
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
が

集
ま
っ
た
。
世
界
が
原
発
を
や
め

る
よ
う
に
、
平
和
憲
法
と
と
も
に

呼
び
掛
け
て
い
こ
う
」
と
会
場
の

参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

全
体
で
11
人
の
著
名
人
・
海
外

か
ら
の
団
体
関
係
者
も
含
め
て
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
最
後
に
、

落
合
恵
子
（
作
家
）
さ
ん
が
「
こ

の
夏
も
全
国
の
原
発
が
稼
働
し
な

く
て
も
問
題
な
か
っ
た
。
い
ま
政

府
は
再
び
、
民
の
声
を
切
り
捨
て

よ
う
と
し
て
い
る
。
原
発
反
対
の

根
っ
子
に
は
生
命
が
あ
る
。
怒
り

直
し
3
・
11
を
忘
れ
ず
に
動
き
続

け
よ
う
」
と
訴
え
閉
会
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
「
原
発
は

い
ら
な
い
・
再
稼
働
反
対
」
な
ど

の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕
な
ど
を

手
に
、
亀
戸
中
央
公
園
か
ら
錦
糸

町
駅
ま
で
の
デ
モ
行
進
を
行
い
、

道
行
く
人
に
「
原
発
再
稼
働
反

対
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

第
２
回
国
労
東
日
本
本
部
ゴ
ル

フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
９
月
８
日
に

東
千
葉
Ｃ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
た
。
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
東
京
地
本
５
、

千
葉
地
本
２
、
秋
田
・
仙
台
・
盛

岡
・
新
潟
・
長
野
・
水
戸
地
本
各

１
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
４
人
）
の
計

13
チ
ー
ム
・
52
人
が
参
加
し
た
。

　

盛
岡
地
本
チ
ー
ム
は
、
６
月
の

地
本
大
会
で
上
位
４
人
の
佐
々
木

研
司
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）
、
山

内
敏
昭
（
八
戸
工
務
分
会
）
、
千

田
加
一
・
佐
々
木
睦
美
（
北
上
工

務
分
会
）
選
手
の
４
人
。
結
果
は
、

４
人
の
ス
コ
ア
計
４
０
８
で
11
位
。

個
人
は
、
山
内
敏
昭
23
位
、
佐
々

木
睦
美
39
位
、
佐
々
木
研
司
42
位
、

千
田
加
一
45
位
と
内
容
に
終
わ
っ

た
。
優
勝
は
地
元
の
千
葉
地
本
Ａ

チ
ー
ム
。

第
２
回
国
労
東
日
本
本
部

盛
岡
地
本
チ
ー
ム
は
11
位

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
千
葉

米軍基地建設反対する住民の姿
「標的の村」監督の三上知恵さんの訴え
＝＝2014 岩手「佐高信文化塾」＝＝

　

９
月
６
日
（
土
）
盛
岡
国
労
会

館
で
国
労
東
北
貨
物
協
議
会
の

「
学
習
会
」
が
講
師
に
笠
井
広
行

全
国
貨
物
協
議
会
事
務
長
を
迎
え

東
北
３
地
本
の
貨
物
７
分
会
か
ら

25
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
前
段
に
大
越
東
北
貨

物
協
議
長
が
会
社
の
動
向
・
秋
田

で
の
組
織
拡
大
・
東
北
ロ
ジ
の
労

働
条
件
改
善
の
申
し
入
れ
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
笠
井
事
務
長
が
始
め

に
新
中
期
計
画
と
新
事
業
計
画
の

会
社
の
狙
い
と
問
題
点
を
「
学
習

会
」
を
通
し
皆
さ
ん
と
周
知
徹
底

を
図
っ
て
行
き
た
い
と
あ
い
さ
つ

し
学
習
会
に
入
り
ま
し
た
。
内
容

と
し
て
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
計
画

は
老
朽
設
備
・
長
期
債
務
を
解
決

せ
ず
に
貨
物
会
社
の
策
定
し
て
き

た
計
画
が
全
て
失
敗
し
た
結
果
。

運
輸
機
構
が
支
援
策
と
し
て
『
７

０
０
億
円
』
を
拠
出
。
今
回
の
計

画
が
失
敗
す
れ
ば
後
が
な
い
事
を

理
由
に
、
外
部
役
員
を
迎
え
国
交

省
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
計

画
で
、
鉄
道
部
門
黒
字
化
の
た
め

に
コ
ス
ト
削
減
を
第
一
に
進
め
て

い
く
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
主
に

駅
廃
止
と
ト
ラ
ッ
ク
化
を
基
本
に
、

働
き
度
向
上
と
し
て
フ
ロ
ン
ト
・

運
転
士
の
合
理
化
、
検
修
基
地
の

移
転
（
東
海
）
保
全
関
係
で
は
秋

田
保
全
区
廃
止
。
そ
れ
に
伴
い
弘

前
を
盛
岡
保
全
区
に
移
管
。
岡
山

保
全
区
と
広
島
保
全
区
の
一
体
化
。

黒
磯
機
関
区
機
関
車
付
け
替
え
・

フ
ォ
ー
ク
作
業
・
乗
務
委
員
な
ど

の
見
直
し
。
手
当
関
係
で
は
、
日

当
・
泊
り
や
夜
勤
手
当
・
扶
養
手

当
の
見
直
し
。
都
市
手
当
D
級
・

乗
務
員
手
当
一
部
廃
止
と
見
直
し
、

社
宅
料
金
の
値
上
げ
な
ど
目
白
押

し
で
社
員
の
生
活
に
直
接
関
係
し

て
く
る
」
と
し
た
う
え
で
、
「
こ

れ
ら
の
施
策
は
鉄
道
部
門
黒
字
化

を
認
め
て
い
る
貨
物
労
が
会
社
と

の
交
渉
で
O
K 

を
出
せ
ば
全
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
国
労
と
し
て

絶
対
認
め
な
い
闘
い
が
必
要
で
あ

り
昨
年
の
夏
季
手
当
・
冬
季
手
当

な
ど
低
額
回
答
や
採
用
前
の
社
員

に
賃
金
抑
制
の
手
紙
を
出
す
な
ど

貨
物
会
社
は
交
渉
の
余
地
も
無
い

状
況
だ
。
交
渉
も
含
め
反
対
し
て

行
く
た
め
に
組
織
強
化
拡
大
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
は
秋
田
を
始
め
全
国

で
9
人
拡
大
し
て
い
る
が
さ
ら
な

る
組
織
拡
大
を
進
め
て
行
こ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
7
人
が
発
言
。

最
後
に
今
後
も
一
体
と
な
り
闘
っ

て
い
く
事
を
確
認
し
学
習
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

　
　

盛
岡
貨
物
分
会　

戸
田
智
章

保証料込固定
金利5年 ご融資期間

5年以内
⇒

全期間固定金利型住宅ローン
返済金・金利が変わらないので安心

年1.95％年2.05％ 引下げ後
金利⇒


